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開発の背景1 .
　現在，老朽化した下水道管きょの更生工法は

φ800mm以下の管きょを対象とした工法が大半であ

り，φ800mm以上の大口径の管きょ更生工法は少数

である。また，既存の大口径更生工法では専用の大型

機械を使用した工法が主流であり，現場条件（既設管

の形状）等に応じた管更生が出来ない場合もあった。

　そこで，専用の大型機械を使用することなく施工で

き，更生材料を任意形状に加工することで，管きょ途

中での断面変化にも対応でき，1スパン及び部分更生

も可能とした大口径更生工法（PFL工法）を開発した。

　本工法は平成18年度建設技術審査証明を取得して

いる。

　以下に，PFL工法の概要と特長，施工例，各種性

能試験について述べる。

PFL工法の概要2 .
２－１　概要

　PFL工法は，既設管きょ内面に高張力炭素繊維グ

リッド（以下，KBM）を取付け，その後，表面部材

である高密度ポリエチレンパネル（以下，PFLパネ

ル）を設置し，既設管とPFLパネルとの隙間に専用

モルタル（以下，PL注入材）を注入し，下水道管きょ

の更生を行う工法である。注入材硬化後，表面部材と

同材質の高密度ポリエチレン溶接棒を用いてPFLパ

ネルの継ぎ目を溶接することにより，水密性を確保し

ている。また，KBMを補強材料としていることで，

高強度の複合管を構築し，強度復元が期待できる。

PFL工法の概要図を図－1に示す。

２－２　適用範囲

　PFL工法の適用範囲を以下に示す。

　管　　種：鉄筋コンクリート管

　形　　状：円形，非円形（矩形，馬蹄形，門形）

　管　　径：円形の場合，呼び径800以上

　　　　　　非円形の場合，管きょ内で作業員が作業

　　　　　　できること

　施工延長：制限なし

２－３　更生材料の特徴

　PFL工法は主にPFLパネル，PL注入材および

KBMの3つの材料で構成されている。各材料の特長

は以下に示す通りである。

下水道管きょの更生工法 ─製管工法─
耐震性に優れ，様々な形状に対応できるPFL工法
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図－1　PFL工法の概要図


